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５
月
22
日（
金
）、全
国
市
町
村
教

育
委
員
会
連
合
会
の
総
会
が
行
わ

れ
、河
西
区
の
油
川
勝
司
氏
が
連
合

会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

油
川
氏
は
、平
成
19
年
４
月
か
ら

平
成
27
年
３
月
ま
で
の
８
年
間
、昭

和
町
教
育
委
員
を
務
め
ら
れ
、平
成

21
年
と
平
成
25
年
に
は
教
育
委
員
長

と
し
て
本
町
教
育
行
政
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
た
び
地
方
教
育
行
政

の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
連
合
会
表
彰
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　
油

あ
ぶ
ら
か
わ川 

勝か
つ
し司 

氏（
河
西
区
）

　

本
年
度
の
昭
和
町
民
会
議
総
会
が

５
月
27
日（
水
）の
夜
、地
域
の
各
組

織
、学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、24
の
関
係

団
体
代
表
者
の
出
席
の
も
と
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
に
心
身
と
も
健
や
か
に
成

長
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
願
い
の
も

と
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
体
制
を
作
り
な

が
ら
、次
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

  

事 

業

  

①	

青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の

活
動
の
支
援

  

②	

指
導
者
の
資
質
向
上
の
た
め

の
研
修
会
開
催

  

③	

非
行
防
止
の
た
め
の
環
境
浄

化
活
動
の
支
援

  

④	

そ
の
他

　

給
食
セ
ン
タ
ー
も
新
し
い
栄
養
教

諭
・
栄
養
職
員
が
着
任
し
、ま
た
、１

名
調
理
員
が
採
用
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
、小
学
校
に
入
学
さ
れ
た
児

童
の
皆
さ
ん
も
学
校
に
慣
れ
て
き
た

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。家
庭
で
も
学

校
で
の
出
来
事
や
、給
食
の
話
も
出

て
き
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、各
小
学
校
で
新
入
生

保
護
者
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

給
食
の
準
備
か
ら
片
づ
け
ま
で
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
試
食
会
で
、給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
か
ら
、給
食
セ
ン
タ
ー
の
概
要

及
び
給
食
が
で
き
る
ま
で
の
流
れ

と
、給
食
費
の
話
を
し
ま
し
た
。ま

た
、栄
養
教
諭
・
栄
養
職
員
か
ら
は
、

学
校
給
食
の
目
標
や
学
校
給
食
の
食

事
内
容
、ま
た
食
育
に
つ
い
て
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
生
徒
会
テ
ー
マ『T

RY
! 

SH
O

W
A

 A
 to Z

』の
も
と
、生
徒

全
員
が
自
分
の「T

RY
-

○
」を
掲
げ

て
甲
府
昭
和
高
校
で
の
生
活
に
ト
ラ

イ
す
る
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。  

　

今
号
で
は
、押
原
中
学
校
出
身
の

本
校
２
年
生
５
名
の
ト
ラ
イ
を
紹
介

し
ま
す
。

　
「
お
い
し
か
っ
た
」の
言
葉
や
笑
顔

が
、給
食
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
す
。今
年
も
み
ん
な
で

が
ん
ば
ろ
う
と
決
意
を
新
た
に
し
た

一
日
で
し
た
。

　

給
食
費
は
、口
座
振
替
で
納
入
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。手
続
き
が
ま

だ
の
方
、口
座
を
変
更
し
た
い
方
は
、

給
食
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
振
替
依
頼
書
を
お
送
り
し
ま

す
。

　

振
替
日
は
毎
月
月
末（
休
日
の
場

合
は
次
の
平
日
に
変
更
）に
な
っ
て

い
ま
す
。引
き
落
と
し
不
能
を
防
ぐ

た
め
、月
末
に
は
残
高
の
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、毎
月
の
振
替
日
は
、広
報
の

カ
レ
ン
ダ
ー
ペ
ー
ジ
に
、他
の
税
金

等
と
一
緒
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎	
４
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
５
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•	

４
月
実
施
４
校
会
の
報
告
に
つ
い
て

•	

新
年
度
の
主
な
取
り
組
み
・
事
業
に

つ
い
て

•	

平
成
27
年
度
中
北
地
区
教
育
委
員
会

連
合
会
総
会
に
つ
い
て

•	

関
東
甲
信
越
静
市
町
村
教
育
委
員
会

連
合
会（
新
潟
大
会
）に
つ
い
て

•	

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
実
施
に
つ
い
て

•	

管
理
主
事
地
教
委
訪
問
に
つ
い
て

•	

総
合
教
育
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•	

昭
和
町
青
少
年
・
教
職
員
・
一
般
海

外
派
遣
事
業
に
つ
い
て

•	…

Ｖ
Ｆ
甲
府
サ
ン
ク
ス
デ
ー
に
つ
い
て

•	

子
供
ク
ラ
ブ
指
導
者
連
絡
協
議
会
総

会
に
つ
い
て

•	

ス
ポ
少
総
会
に
つ
い
て

•	

ホ
タ
ル
愛
護
会
総
会
に
つ
い
て
他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•	

平
成
27
年
度
及
び
平
成
26
年
度
予
算

に
つ
い
て

•	

教
育
課
程
の
説
明
に
つ
い
て
他

議
事

•	

昭
和
町
総
合
教
育
会
議
に
つ
い
て

甲
府
昭
和
高
校

給
食
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会
連
合
会

ト
ラ
イ
！ 

高
校
生
活

給
食
が
ス
タ
ー
ト
し
て

２
カ
月

全
国
市
町
村
教
育
委
員
会

連
合
会
表
彰
を
受
賞

主
な
活
動

 

●	

総
会

 

●	

夏
季
生
活
指
導
推
進
会
議
・
研
修
会

 

●	

冬
季
生
活
指
導
推
進
会
議
・
家
庭
の

日
の
作
文
ポ
ス
タ
ー
募
集
・
表
彰

 

●	

地
区
の
育
成
活
動
支
援

 

●	

横
断
幕
の
整
備

 

●		

ふ
れ
あ
い
祭
り
へ
の
参
加

 

●	

学
校
道
徳
教
育
推
進
事
業

 

●		

街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
・
環
境
実
態
調
査

 

●		

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
依
頼
等

　

上
河
東
二
区
で
は
小
正
月
行
事
と

し
て
ど
ん
ど
焼
き
を
し
て
い
ま
す
。

前
日
の
１
月
９
日
に
毎
年
恒
例
に

な
っ
た
団
子
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

昭
和
町
民
会
議

町
民
会
議
総
会
開
催

活
動
紹
介　

上
河
東
二
区

　

上
河
東
二
区
は
道
祖
神
や
神
社
が

な
い
た
め
、子
ど
も
た
ち
へ
の
伝
統

行
事
の
伝
承
の
目
的
で
、集
会
所
で

子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
団
子
を
作
り

ま
す
。地
区
の
役
員
さ
ん
方
が
指
導

し
て
く
だ
さ
り
、丸
め
た
団
子
を
茹

で
て
木
の
枝
に
刺
し
ま
す
。そ
れ
を

自
宅
に
持
ち
帰
り
、翌
日
の
ど
ん
ど

焼
き
で
焼
い
て
食
べ
ま
す
。黄
色
、ピ

ン
ク
、緑
色
な
ど
、色
と
り
ど
り
の
花

が
咲
い
た
よ
う
に
き
れ
い
に
仕
上
が

り
ま
し
た
。

　

こ
の
楽
し
い
思
い
出
と
伝
統
を
、

次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

青
少
年
育
成
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

日
頃
は
、町
民
会
議
の
事
務
局

等
を
し
て
い
ま
す
が
、青
少
年
に

関
す
る
相
談
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、必
要

な
ら
ば
他
の
専
門
機
関
に
お
つ

な
ぎ
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。ぜ

ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

毎
週
火
・
水
・
木
曜

日
出
張
等
が
な
け
れ
ば
、公
民
館

２
階
の
相
談
室
に
お
り
ま
す
。

加か
と
う藤 

真ま

り

な
里
奈（
弓
道
部
）

  「
文
武
両
道
に
挑
戦
!!!
」

志し
む
ら村　

夏な
つ
み海（

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
）

「
何
事
に
も
や
る
気
を
持
っ
て

  

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

鳥と
り
や
ま山　

渓け
い
た太（

サ
ッ
カ
ー
部
）

  「
全
て
の
こ
と
に
挑
戦
す
る
」

五ご

み味 

ゆ
ず
な（
弓
道
部
）

「
す
べ
て
の
こ
と
に

  

有
言
実
行
で
取
り
組
む
!!!
」

尾お
ざ
わ澤　

郁か
お
る（

硬
式
テ
ニ
ス
部
）

  「
テ
ニ
ス
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
入
り
」

給
食
費
納
入
の
お
願
い
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かんきょうけいざい  つうしん

●７月の休館日

	  6日	（月）、13日（月）、
	20日	（月・祝）、27日（月）、
	31日	（金・月末整理日）

7月の粗大ごみの日は7月27日（月）です。当日の朝に総合体育館駐車場に出してください。
粗大ごみは指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別をして出しましょう。

　

平
成
26
年
度
は
、町
内
22
カ
所
で
井
戸
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
地
下
水
の
水
質
を
検
査
し
ま
し
た
。結
果
、町
内
の
３
カ
所
か
ら

水
質
基
準
に
不
適
合
と
の
判
定
が
出
さ
れ
ま
し
た
。各
地
区
の
調

査
状
況
は
表
の
と
お
り
で
す
。汚
染
物
質
の
検
出
さ
れ
た
井
戸
は
、

引
き
続
き
検
査
を
行
う
予
定
で
す
。対
象
と
な
る
世
帯
の
皆
様
に

は
、調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
13
項
目（
平
成
26
年
か
ら
亜
硝
酸
態
窒
素
を
追
加
し
ま
し
た
）

一
般
細
菌
、有
機
物
、大
腸
菌
、ｐ
H
値
、硝
酸
態
窒
素
及
び
亜
硝
酸
態

窒
素
、味
、鉄
及
び
そ
の
化
合
物
、臭
気
、塩
化
物
イ
オ
ン
、色
度
、カ
ル

シ
ウ
ム
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
等（
硬
度
）、濁
度
、亜
硝
酸
態
窒
素

○
有
機
化
合
物

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

『どうするジョージ！』
クリス・ホートン/作

さ く

　木
き さ か

坂 涼
りょう

//訳
や く

B
ビーエル

L出
しゅっぱん

版

　犬
いぬ

のジョージは、おるすばん中
ちゅう

。
「いいこにしていられるかい？」と
いわれて「もちろん！」とこたえた
けれど、家

いえ

のなかには大
だい

好
す

きなもの
がいっぱい！
　さあ、どうするジョージ！？

『写真集　鳥の巣 』
シャーロン・ビールズ/作

グラフィック社

『いのちの木を植える』
岡田 卓也・谷川 俊太郎/著

  マガジンハウス

　イオン株式会社名誉会長相談役・
岡田卓也氏と、詩人・谷川俊太郎氏
の対談集です。
　「木を植える」の詩からはじまり、
環境と命について語る二人の思い
にふれてください。

　50種の鳥たちが作った、50個の
鳥の巣が美しい写真とともに紹介
されています。生息する土地にあ
わせ、それぞれ工夫を凝らして作
られた個性豊かな鳥の巣は、自然
が生んだ芸術品のようです。

イベントのお知らせ ※原則申し込み不要

今月のおすすめ本

◦第16回 大人のためのおはなし会
　大人が楽しめるおはなし会です。心安らぐ
癒しのひとときをお楽しみください。

日時　7月19日（日）　午後２時～
場所　図書館・視聴覚室
出演　ききみみずきんおはなしの会

◦私のつくった絵本展
　一つ一つ丁寧に作られた、絵本の世界をお楽し
みください。

日時	 7月9日（木）〜11日（土）　
	 午前10時〜午後５時
場所	 図書館・視聴覚室
主催	 山梨手づくり絵本の会

◦おはなし会
　おはなし、手遊び、絵本などをお
楽しみください。

日時　7月4日（土）　午前11時～
対象　幼児～小学生低学年
場所　図書館・幼児コーナー

◦0,1,2歳児のおはなし会
　絵本、わらべうたなどをお楽しみ
ください。

日時　7月16日（木）　午前11時～
対象　0,1,2歳児とその保護者
場所　図書館・幼児コーナー

◦おはなし探検隊
　おはなし、絵本、そして楽しい工
作も用意しています。

日時　7月25日（土）　午後２時～
対象　小学生
場所　図書館・視聴覚室

　

夏
は
雑
草
が
み
る
み
る
成
長
す
る
時
期
で
す
。草
が
生
い
茂
る
と
、ハ
エ
や

蚊
等
の
害
虫
が
発
生
し
た
り
、草
木
の
種
子
や
花
粉
が
飛
散
し
た
り
し
て
、近

隣
住
民
や
農
地
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。ま
た
、草
が
繁
茂
し
た
ま
ま
放
置
さ
れ

た
空
き
地
は
、ご
み
や
空
き
缶
等
の
格
好
の
不
法
投
棄
場
所
と
な
り
、景
観
や

防
犯
上
問
題
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、放
置
さ
れ
た
ご
み
や
枯
草
は
火
災
の
原
因

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

所
有
地
の
雑
草
は
早
め
に
除
去
し
て
い
た
だ
き
、昭
和
町
の
景
観
向
上
と
快

適
な
生
活
環
境
の
保
全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

※
刈
り
取
っ
た
草
は
飛
散
し
な
い
よ
う
に
処
分
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
自
身
で
除
去
で
き
な
い
場
合
は
、有
料
で
、シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー （
☎
２
７
９
‐
６
６
２
６
）等
に
、依
頼
も
で
き
ま
す
。

地
下
水
水
質
検
査
の
結
果

～
22
箇
所
の
井
戸
を
検
査
し
、
３
カ
所
が
不
適
合
～

検査
カ所数

水質基準
不適合

西 条 一 区 3 −
西 条 二 区 2 −
清 水 新 居 1 −
西 条 新 田 2 1
押 越 3 −
河 東 中 島 1 −
紙 漉 阿 原 1 −
築 地 新 居 4 2
飯 喰 1 −
河 西 1 −
上 河 東 3 −
上河東二区 − −

合　計 22 3

　

起
業
を
目
指
す
方
と
起
業
後
間
も
な
い
方
を
対
象
に
、山
梨
県
や
昭
和
町
な

ど
が
後
援
し
、商
工
団
体
が
共
同
で
起
業
家
養
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

● 

日
時	

8
月
8
日
・
22
日
・
29
日（
土
曜
日
）

	

午
後
１
時
～
４
時
45
分（
29
日
は
午
前
10
時
開
催
）

● 

場
所	

甲
府
商
工
会
議
所（
甲
府
市
相
生
2
‐
2
‐
17
）

● 

定
員	

30
名

● 

費
用	

１
０
０
０
円

● 

講
師	

中
小
企
業
診
断
士　
伊
藤
文
仁
氏

● 

申
し
込
み	

や
ま
な
し
産
業
支
援
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.yiso.
or.jp/)

か
ら
申
込
書
取
得
の
上
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
商
工
会（
☎
２
７
５
‐
３
３
４
４
） 

所
有
地
の
草
刈
り
を
お
願
い
し
ま
す 

～夏休みスペシャル～

※事前にお申し込みください

※事前にお申し込みください

検
査
項
目

起
業
家
養
成
セ
ミ
ナ
ー　
昭
和
町
商
工
会

（平成26年7月14日実施）     ［単位:件］
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竜王年金事務所 ☎278-1105 ／ 役場 町民窓口課 年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その127国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　〒 409-3864 昭和町押越 616　☎ 275-0640  FAX 275-6497
　　　　　　　　　　　　　　　　　　URL  http://www.town.showa.yamanashi.jp/other/syakyou/index.html

－社協だより－
　　　　　 まごころ   第 215 号

 

● 

学
生
の
人
に
は

　
　
　
　
　
　
学
生
納
付
特
例
制
度

	　
　
申
請
者
本
人
が
学
生
で
所
得
が
一

定
以
下
の
場
合
は
、「
学
生
納
付
特

例
制
度
」に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付

を
猶
予
さ
れ
ま
す
。

● 

保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
に

 	

な
っ
た
と
き
は　
　

  　
　
　
追
納

　　
　

免
除
や
猶
予
を
受
け
た
後
、経
済

的
に
余
裕
が
で
き
た
と
き
は
、追
納

制
度
を
利
用
す
る
と
将
来
に
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
額
が
満
額
に
近

づ
き
ま
す
。免
除
や
猶
予
を
う
け
た

場
合
は
、過
去
10
年
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
付
で
き
ま
す
。

　
　

な
お
、追
納
の
手
続
は
年
金
事
務

所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
国
民
年
金
か
ら
は
、公
的
年
金
の
加

入
者
す
べ
て
に
共
通
し
た「
基
礎
年
金
」

が
受
け
ら
れ
ま
す
。基
礎
年
金
に
は
、65

歳
に
達
し
た
と
き
に
受
け
取
れ
る「
老

齢
基
礎
年
金
」、病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
を

負
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
る「
障
害
年

金
」、被
保
険
者
や
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
人
が
死
亡
し
た
と
き
に
一
定

の
要
件
を
満
た
す
遺
族
が
受
け
取
れ
る

「
遺
族
基
礎
年
金
」の
３
種
類
が
あ
り
ま

す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、年
金
制
度
に
加
入
し
保
険
料
を
納

め
て
受
給
資
格
を
満
た
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、保
険
料
を
納
め
な
い
で
い

る
と
、万
が
一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。保
険
料
の
納
付
が

困
難
の
と
き
に
は
、免
除
制
度
な
ど
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
し
く
み

7月の予定 （時間・場所等については、社協までお問い合せください）

 7月  2日、9日、16日、
　　23日、３０日 運動指導事業 ( 健康体操教室 )

	 7月	  6日(月) 町福祉ゲートボール大会
	 7月	10日(金) いきいきふれあいサロン上二
	 7月	13日(月) いきいきふれあいサロン河西
	 7月	14日(火) 築地新居いきいきふれあいサロン
	 7月	16日(木) いきいきふれあいサロン上河東
	 7月	18日(土) 飯喰ふれあいサロン

	 ７月	２１日(火) 西条一区いきいきふれあいサロン
ふれあいサロン押越

	 7月	22日(水) スマイルサロン ( 西条新田 )
	 7月	28日(火) 夏だ ! 祭りだ !! ふれあいランチ

社協新役員紹介

え
っ
!! 

ま
だ
行
っ
ち
ゃ
い
ん
だ
け
!?

「
ふ
れ
あ
い
教
室
」で
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

社
協
で
は
、福
祉
バ
ス
の
運
行
す
る
火
曜
日
・
木
曜
日
に
合
わ
せ
て
、町
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
様
々
な
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。健
康
な
心
と
体
を
維

持
す
る
た
め
に
、懐
か
し
い
歌
を
歌
っ
た
り
、簡
単
な
体
操
を
し
て
み
た
り
、教
室
終
了

後
は
併
設
の
温
泉
を
楽
し
ん
で
み
る
。そ
ん
な
生
活
習
慣
を
取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。総
合
会
館
内
和
室
を
通
じ
て
、生
き
が
い
づ
く
り
の
切
っ
掛
け
や
閉
じ

こ
も
り
防
止
と
し
て
、さ
ら
に
は
町
民
同
士
が
気
軽
に
交
流
す
る
こ
と
の
で
き
る
憩
い

の
場
と
し
て
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

７
月
の
み
の
限
定
教
室
は『
紙
漉
き
ハ
ガ
キ
づ
く
り
』で
す
。紙
を
漉す

く
技
術
を
楽
し

み
な
が
ら
世
界
に
１
枚
し
か
な
い
ハ
ガ
キ
を
作
り
に
き
ま
せ
ん
か
？

日　
　
時	

●	

７
月
２
日	

ス
ト
レ
ッ
チ

	

●	

７
月
７
日	

音
楽
療
法

	

●	

７
月
14
日	

紙
漉
き
ハ
ガ
キ
作
り

	

●	

７
月
21
日	

３
Ｂ
体
操
教
室

	

●	

７
月
23
日	

足
裏
健
康
体
操

	

●	

７
月
30
日	

読
み
聞
か
せ

	

●	

午
前
10
時
～
午
前
11
時

	

　
（
時
間
内
の
出
入
り
自
由
）

場　
　
所		

総
合
会
館
１
階  

和
室

対 

象 

者		

町
内
在
住
者

費　
　
用		

無
料　

申
し
込
み		

不
要

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
っ
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
場
合

は
、保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。免
除
申
請
を
行
う
と
、本
人
・

世
帯
主
・
配
偶
者
の
所
得
や
失
業
、災

害
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
審
査
と
承
認

を
経
た
う
え
で
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

 

● 

20
代
の
人
に
は

　
　
　
　
　
　
　
若
年
者
納
付
猶
予

	　
　
20
代
の
人
が
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
い
場
合
に
は
、「
若
年
者
納
付
猶

予
」を
申
請
す
る
と
保
険
料
の
全
額

を
納
付
猶
予
さ
れ
ま
す
。若
年
者
納

付
猶
予
制
度
で
は
申
請
者
本
人
と
配

偶
者
の
所
得
の
み
を
審
査
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
３
種
類

  （
老
齢
・
障
害
・
遺
族
）の

    
基
礎
年
金

  

保
険
料
の
納
付
が

　
　
　

  

困
難
な
と
き
は

   

保
険
料
の
納
め
方

　新年度となり、西条二区と押越区の社協役員
改選に伴い、次の方が承認されました。( 敬称略 )

赤十字社員 (社費 ) 募集について
　赤十字社員とは、日本赤十字社の会員またはメンバーのことで、赤十字の活動は社員が拠出し
たお金『社費』と、広く一般の国民の皆さまから寄せられる『寄附金』によって支えられています。
　平成 27 年度においても赤十字の目的や事業をご理解いただき、社費の納入、新規加入社員の
推進にご協力をお願いいたします。

西条二区
上杉　恒雄 ( 理　事 )
井口　　悟 ( 理　事 )
石川　　剛 ( 評議員 )
佐野今朝男 ( 評議員 )
上野　　保 ( 評議員 )
原田　光則 ( 評議員 )
塩澤　　寛 ( 評議員 )

押越区
清水　良一 ( 理　事 )
秋山　龍太 ( 評議員 )
畑野　松雄 ( 評議員 )

　

日
本
の
公
的
年
金
は
、国
民
年
金（
基
礎
年
金
）や
厚
生
年
金
保
険
、共
済
年
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
国
民
年
金
は
基
礎
と
な
る
制
度
で
、20
～
59
歳
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。今
回
は
、

国
民
年
金
の
３
つ
の
基
礎
年
金
と
、保
険
料
納
付
猶
予
制
度
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
定
額
で
、月

額
１
万
５
５
９
０
円（
平
成
27
年
度
）で

す
。保
険
料
納
付
は
現
金
の
ほ
か
、口

座
振
替（
引
き
落
と
し
）や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利

用
し
た
電
子
納
付
も
行
え
ま
す
。ま
た
、

保
険
料
を
前
納
す
る
と
納
付
額
が
割
引

に
な
り
ま
す
。前
納
制
度
に
は
、早
割
制

度
や
一
年
度
分
前
納
、二
年
度
分
前
納
、

６
ヵ
月
前
納
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、役
場
ま
た
は
年
金
事
務

所
ま
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
窓
口
課

　
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
竜
王
年
金
事
務
所

（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
５
）
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問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　

物
が
見
に
く
く
な
っ
た
と

感
じ
て
眼
科
を
受
診
さ
れ
る

患
者
さ
ん
の
う
ち
、
眼め
が
ね鏡

で

問
題
が
解
決
す
る
場
合
と
、

そ
う
で
な
い
場
合
の
ふ
た
つ

が
あ
り
ま
す
。

　

眼
鏡
で
み
や
す
く
な
る
病
気
に
は
近
視
、
乱

視
、
老
視
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
屈
折
異
常

や
調
節
異
常
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
す
。
簡
単
に
い

う
と
ピ
ン
ト
が
ぼ
け
て
い
て
、
み
に
く
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
み
た
い
と
思
う
外
界
の
対
象
物

の
像
が
眼
球
の
奥
に
あ
る
網も
う
ま
く膜

の
位
置
に
う
ま

く
集
光
し
て
い
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
眼
鏡
や

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
な
ど
で
ピ
ン
ト
の
あ
う
位

置
を
ず
ら
し
て
あ
げ
る
と
よ
く
み
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
老
視
は
老
化
に
よ
る
調
節
異
常
で
、

近
く
に
ピ
ン
ト
が
あ
い
に
く
く
な
り
ま
す
。
も
と

も
と
近
く
に
ピ
ン
ト
が
あ
っ
て
い
る
近
視
の
ひ

と
で
は
問
題
に
な
る
こ
と
が
少
な
く
、
他
方
遠
視

の
ひ
と
に
と
っ
て
は
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。

　

眼
科
の
病
気
で
有
名
な
白は
く
な
い
し
ょ
う

内
障
や
加か
れ
い
お
う
は
ん

齢
黄
斑

変へ
ん
せ
い性
、
緑
り
ょ
く
な
い
し
ょ
う

内
障
な
ど
の
病
気
は
眼
鏡
で
は
解
決

し
ま
せ
ん
。
白
内
障
は
眼
球
の
中
の
、
本
来
透

明
で
あ
る
レ
ン
ズ
（
水す
い
し
ょ
う
た
い

晶
体
）
が
濁に
ご

っ
て
い
て
光

を
通
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
た
め
で
、
ピ
ン
ト

の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
加
齢
黄
斑
変

性
や
緑
内
障
な
ど
網
膜
や
視
神
経
の
病
気
で
は

薬
物
治
療
や
レ
ー
ザ
ー
治
療
、
手
術
な
ど
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
特
定
機
能
病
院
で
あ
る
大
学
病

院
で
は
開
業
の
眼
科
の
先
生
の
と
こ
ろ
で
は
診

断
治
療
が
難
し
い
眼
病
が
紹
介
さ
れ
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
中
に
は
、
眼
鏡
が
合
っ
て
さ
え
い
れ

ば
問
題
な
く
み
え
る
は
ず
と
い
う
患
者
さ
ん
も

ま
ぎ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
患
者
さ
ん
が
か
け
て
い
る
眼
鏡
で
多
く
み
ら

れ
る
の
が
、
累る
い
し
ん
た
し
ょ
う
て
ん
め
が
ね

進
多
焦
点
眼
鏡
（
い
わ
ゆ
る
遠
近

両
用
眼
鏡
）
で
す
。
累
進
多
焦
点
眼
鏡
は
ひ
と
つ

の
メ
ガ
ネ
で
遠
く
も
近
く
も
ピ
ン
ト
が
合
う
の

で
、
老
眼
が
す
す
ん
で
き
た
高
齢
の
方
に
は
大

変
便
利
な
の
で
す
が
、
う
ま
く
使
い
こ
な
せ
て

い
な
い
と
、
か
え
っ
て
み
に
く
く
な
っ
て
い
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
で
す
。

　

眼
鏡
レ
ン
ズ
の
上
方
を
通
し
て
み
る
と
遠
く

が
、
下
方
を
通
し
て
み
る
と
近
く
に
ピ
ン
ト
が

合
う
の
で
す
が
、
そ
の
使
い
分
け
に
は
慣
れ
が

必
要
で
、
50
歳
代
く
ら
い
か
ら
使
用
し
て
い
る

方
で
す
と
問
題
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

60
歳
く
ら
い
か
ら
使
い
始
め
る
場
合
は
、
一
カ

月
以
上
か
け
て
も
慣
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
近
視
の
ひ
と
で
は
慣
れ
や
す
い
の
で
す
が
、

遠
視
の
ひ
と
で
は
難
し
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
軽
い
遠
視
の
ひ
と
は
若
い
こ
ろ
は
眼
鏡
な

し
で
遠
く
も
近
く
も
よ
く
み
え
て
い
る
の
で
、

眼
鏡
を
か
け
慣
れ
て
い
な
い
た
め
で
す
が
、
さ

ら
に
遠
視
眼
用
の
累
進
多
焦
点
眼
鏡
は
レ
ン
ズ

の
厚
さ
が
厚
く
な
っ
て
レ
ン
ズ
周
辺
で
の
像
の

ゆ
が
み
が
強
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

眼
鏡
店
で
は
気
楽
に
累
進
多
焦
点
眼
鏡
を
す

す
め
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
私
自
身
が
患
者

さ
ん
に
す
す
め
る
際
に
は
、
60
歳
を
過
ぎ
て
は

じ
め
て
眼
鏡
を
使
用
す
る
患
者
さ
ん
で
特
に
遠

視
の
方
に
つ
い
て
は
、
累
進
多
焦
点
で
は
な
く

単
焦
点
の
眼
鏡
で
遠
用
と
近
用
を
別
々
に
作
っ

て
、
そ
の
都
度
掛
け
か
え
る
こ
と
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

遠
視
眼
と
遠
近
両
用
眼め

が

ね鏡

山
梨
大
学
医
学
部　
眼
科　
教
授　
飯
島
裕
幸

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

‐５
４
７
５
）

NO.98
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!

原
点
に
戻
り
も
う
一
度
意
識
し
て

『
地
域
づ
く
り
は
女ひ

と

と
男ひ

と

の
参
画
か
ら
』　　
　
　

～ 

具
体
的
行
動
計
画
は
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
視
点
と
し
て
」 

～

第
七
期
の
テ
ー
マ
を
決
定
し
ま
し
た

委
員
長　
三
井　
正
（
河
西
）

No.129

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ

と
と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

第
七
期
の｢

共
に
生
き
活
き
輝
け
昭
和｣

推
進
委
員
会
の
今
期
委
員
長
を
仰
せ
付
か
り

ま
し
た
三
井
正
と
申
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
ま
た
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

私
た
ち
推
進
委
員
会
は
、
写
真

の
女
性
５
名
、
男
性
６
名
ま
た
昭

和
町
企
画
財
政
課
の
事
務
局
２
名

で
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
昭
和
町
の

｢

町
づ
く
り｣

の
原
点
で
あ
る
女ひ

と

と
男ひ

と

も
子
ど
も
も
大
人
も
す
べ
て

の
町
民
の
皆
様
が
日
常
の
生
活
を

快
適
に
過
ご
す
と
共
に
、
い
つ
発

生
す
る
か
分
ら
な
い
自
然
災
害
に

対
し
て
も
年
齢
及
び
性
別
に
関
係

な
く
、｢

人｣

と
し
て
安
心
に
生

活
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

第
七
期
の
事
業
は
、
そ
の
都
度
ご
案
内
い

た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
今
期
も
、
皆
様
の
ご

参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委員長
　三井　　正（河　　西）
副委員長　
　依田　茂巳（西条二区）
　青柳　英子（西条二区）
委員
　玉川　秀城（築地新居）

　磯部　幸廣（築地新居）
　篠原　頼子（西条二区）
　福田　聖子（築地新居）
　吹野　訓代（清水新居）
　島田ひろみ（清水新居）
　深沢　智一（河　　西）
　髙山　德行（西条二区）

　毎年、検診を受けることが大切です。でも、忘れてしまいますよね。
そこで愛育会では、「多くの女性に検診を受けていただきたい」と思い、毎年子宮
頸がん検診申し込みの取りまとめを行っています。
　今年も６月から７月にかけて各地区の愛育班員さんが申込書をもって、愛育会
員さんのお宅へ伺います。是非、申し込みをしましょう。

子宮頸がん検診を受けましょう

8月には受診券をお届けに、各地区の愛育班員さんがお宅へ伺います。
受診期間は平成27年8月（受診券を受け取った日）から平成28年1月30日までです。

「
忙
し
く
て
役
場
に
申

し
込
み
に
行
け
な
い
」

「
検
診
に
行
く
の
を

迷
っ
て
い
る
」

こんな方にも愛育会への
申し込みは、おすすめです！

申し込みされた方には、

●  原因は、ヒトパピローマウイルス感染である 

　検診で早期発見、予防ができる！

●  20 代、30 代の若い女性の発症率が高い 

　今まで受けていない若い人もぜひ検診を受けてみよう！

ワンポイントメモ

検診は早期発見、
治療の第一歩です

20 才から検診が
受けられます！

　最近、二輪車（自転車・オートバイ）の盗難被害が多発しています。
　平成26年中の盗難被害状況を見ると
　 ● オートバイ盗難のうち２割が「エンジンキーを付けたまま」
　 ● 自転車盗難のうち６割が「鍵をかけない状態」
で被害に遭っています。
　盗難被害防止の基本は「カギかけ」です。
　二輪車を盗む犯人は、盗むのに時間がかかることを嫌がります。二輪車を２つ以上の鍵で守る「ツーロッ
ク」は、被害防止に有効です。
　次の「心掛け」で、大切なオートバイや自転車を盗難被害から守りましょう！

二輪車の盗難防止にツーロック!

● 自転車は、備え付けのカギだけでなく、もう一つの別のカギ（シリンダー鍵が効果的）で「ツーロック」！
● ワイヤー錠、U字型ロック、チェーン錠などで「ツーロック」！
● オートバイは、ハンドルロックも確実に！
● 防犯登録・グットライダー登録も忘れずに！
● 短い時間でも確実な鍵かけを行いましょう！
● 路上にはとめず、きちんと管理された駐車場や駐輪場にとめましょう !

心掛け
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①
ス
リ
ム
＆
シ
ェ
イ
プ
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
教
室

・
日
時　
７
月
７
日
～
９
月
29
日

　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
９
月

22
日
を
除
く
毎
週
火
曜
日
・
全

12
回
）

・
定
員　
20
名

・
受
講
料　
３
６
０
０
円

・
講
師　
曽
根
眞
由
美 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
３
日
（
金
）
午
前
10
時
～

②
パ
ン
チ
＆
キ
ッ
ク
教
室

・
日
時　
７
月
７
日
～
９
月
29
日

　
　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
９
月
22
日
を
除
く
毎
週
火
曜

日
・
全
12
回
）

・
定
員　
25
名

・
受
講
料　
３
６
０
０
円

・
講
師　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｏ 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
３
日
（
金
）
午
前
10
時
～

③
バ
レ
ト
ン
教
室

・
日
時　
７
月
８
日
～
９
月
30
日

　
　
午
後
２
時
～
３
時
（
９
月
23
日

を
除
く
毎
週
水
曜
日・全
12
回
）

・
定
員　
25
名

・
受
講
料　
３
６
０
０
円

・
講
師　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｏ 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
４
日
（
土
）
午
前
10
時
～

④
ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室

・
日
時　
７
月
８
日
～
９
月
30
日

　
　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
９
月
23
日
を
除
く
毎
週
水
曜

日
・
全
12
回
）

・
定
員　
25
名

・
受
講
料　
３
６
０
０
円

・
講
師　
内
野
百
合
子 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
４
日
（
土
）
午
前
10
時
～

⑤
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
教
室

・
日
時　
７
月
９
日
～
９
月
24
日

　
　
午
後
２
時
～
３
時
（
８
月
13
日

を
除
く
毎
週
木
曜
日・全
11
回
）

・
定
員　
25
名

・
受
講
料　
３
３
０
０
円

・
講
師　
永
井
礼
美 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
～

⑥
気
功
・
太
極
拳
教
室

・
日
時　
７
月
９
日
～
９
月
24
日

　
　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
８
月
13
日
を
除
く
毎
週
木
曜

日
・
全
11
回
）

・
定
員　
20
名

・
受
講
料　
３
３
０
０
円

・
講
師　
望
月
昭
三 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
～

⑦
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

・
日
時　
７
月
10
日
～
９
月
25
日

　
　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
８
月
14
日
と
９
月
25
日
を
除

く
毎
週
金
曜
日
・
全
10
回
）

・
定
員　
20
名

・
受
講
料　
３
０
０
０
円

・
講
師　
久
保
田
美
惠 

氏

・
申
込
日

　
　
７
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
～

場
所　
町
立
温
水
プ
ー
ル

対
象　
町
内
在
住
18
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　
　
　
（
高
校
生
を
除
く
）

持
ち
物

［
①
～
④
各
教
室
共
通
］
動
き
や
す

い
服
装
、
タ
オ
ル
、
上
履

［
⑤
～
⑦
各
教
室
共
通
］
動
き
や
す

い
服
装
、
タ
オ
ル

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
プ
ー
ル
の

フ
ロ
ン
ト
に
て
先
着
順
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
※
参
加
す
る
ご
本
人
ま
た
は
家
族

の
方
が
お
申
込
み
く
だ
さ
い

　
※
妊
娠
中
の
方
及
び
お
子
様
連
れ

で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　
※
申
込
み
さ
れ
た
方
の
み
が
参
加

で
き
ま
す

そ
の
他　
受
講
料（
施
設
使
用
料
含
）

は
各
教
室
の
初
回
に
全
額
を
一
括

集
金
。
自
己
都
合
に
よ
る
キ
ャ
ン

セ
ル
及
び
欠
席
は
返
金
不
可
。

問
い
合
わ
せ　
町
立
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
９
８
１
１
）

　
山
梨
県
で
は
、
夏
秋
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
の
７
月
か
ら
11
月
ま
で
、
国
道

１
４
０
号
線
の
「
雁
坂
ト
ン
ネ
ル
有

料
道
路
」
を
無
料
化
し
ま
す
。

　
こ
の
夏
秋
は
、
山
梨
市
と
埼
玉
県

秩
父
市
を
結
ぶ
雁
坂
ト
ン
ネ
ル
を
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

無
料
期
間

　
７
月
１
日
（
水
）
午
前
０
時
～

　
11
月
30
日
（
月
）
午
後
12
時

問
い
合
わ
せ　
山
梨
県
道
路
公
社

　
　
　
　
（
☎
２
２
６
‐
３
８
３
５
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◎
ク
ラ
フ
ト
か
ご
教
室

　
ク
ラ
フ
ト
紐
で
か
ご
を
作
り
ま
す
。

・
日
時　
７
月
９
日
～
30
日

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

　
　
　
　
（
毎
週
木
曜
日
、
全
４
回
）

・
定
員　
15
名
（
未
受
講
者
優
先
）

・
費
用　
材
料
費
１
０
０
０
円

・
講
師　
植
松
一
美 

氏

◎
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

　
夏
の
暑
さ
の
中
で
も
元
気
な
花
々

を
寄
せ
植
え
し
ま
す
。

・
日
時　
７
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

・
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

・
費
用　
材
料
費
２
０
０
０
円

・
講
師　
渡
辺
美
佐
子 

氏

場
所　
総
合
会
館

対
象　
町
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

受
付
開
始

　
７
月
１
日
（
水
）
午
前
９
時
～

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト 

　
し
ょ
う
わ
（
☎
２
７
５
‐
８
１
１
５
）

日
時　
７
月
22
日
（
水
）
午
後
１
時

30
分
～

場
所　
山
梨
県
流
通
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員　
概
ね
55
歳
以
上
で
在

職
ま
た
は
求
職
中
の
方
・
30
名

問
い
合
わ
せ　
山
梨
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
（
☎
２
３
７
‐
３
２
１
５
）

　
常
永
児
童
館
で
は
、
乳
幼
児
親
子

事
業
「
小
さ
な
音
楽
隊
」
を
開
催
し

ま
す
。子
供
と
一
緒
に
楽
器
に
触
れ
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
？ 

参
加
無
料
で
す
。

日
時　
７
月
８
日
（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
常
永
児
童
館

対
象　
町
内
在
住
の
乳
幼
児
親
子

定
員　
20
組
（
先
着
順
）

講
師　
音
楽
療
法
士 

青
柳
伸
二
氏

受
付
期
間

　

７
月
１
日
（
水
）
～
６
日
（
月
）

　
※
平
日
ま
た
は
土
曜
午
前
の
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
常
永
児
童
館

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
３
５
８
）

日
時　
８
月
３
日
～
31
日

　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

　
　
　
（
８
月
13
日
を
除
く
毎
週
月・ 

　
　
　
木
曜
日
、
全
８
回
）

場
所　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
（
築
地
新
居
１
７
６
８
）

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
１
万
円
（
ボ
ー
ル
代
等
含
）

持
ち
物　
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
お
持
ち

で
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　
男
性
を
対
象
に
し
た
無
料
の
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
父
と
子
、
祖

父
と
孫
な
ど
、
お
二
人
で
の
参
加
も

歓
迎
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
25
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
12
時
30
分

場
所　
総
合
会
館　

２
階　
調
理
室

内
容　
冷
製
パ
ス
タ
、
キ
ッ
シ
ュ
他

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

講
師　
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
頼
子 

氏

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具

締
切
り　
７
月
17
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

日
時　
８
月
22
日
（
土
）

　
　
　
午
前
７
時
45
分
～
午
後
４
時

集
合　
町
立
図
書
館
北
側
駐
車
場

研
修
先　
東
京
消
防
庁
立
川
防
災
館

※
ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
見

学
は
あ
り
ま
せ
ん

募
集
対
象
・
人
数　
町
内
在
住
の
小

学
生
の
親
子
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料
（
昼
食
あ
り
）

受
付
開
始　
７
月
７
日
（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

園
児
等
が
真
鯉
を
く
ぐ
り
波
を
打
つ

　

響
き
清
流
泳
ぐ
が
如
し

山
下
美
津
子

早
朝
の
畑
仕
事
は
清
々
し
い

　

背
黒
鶺セ

キ
レ
イ鴒

間
近
で
虫
食は

む

輿
石
ミ
ス
子

悠
然
と
青
き
空
飛
ぶ
飛
行
機
を

　

ゆ
く
り
な
く
見
ゆ
戦
い
な
き
日
よ

磯
部　

信
与

戸
締
り
に
立
ち
て
今
宵
の
ま
ど
か
な
る

　

月
に
亡
き
母
偲
び
て
な
が
む

佐
野　

一
枝

葉
桜
の
山や

ん
ぶ
し
が
わ

伏
川
の
静
寂
に

　

ぴ
ち
ょ
ぴ
ち
ょ
音
た
て
鯉
川
の
ぼ
る

石
原　

明
子

櫛く

し

が

た

形
山
の
嶺
に
湧
き
立
つ
白
雲
に

　

雨
待
つ
畑
の
草
を
取
り
終
ゆ

輿
石
さ
だ
代

塗
装
す
る
若
手
等
計さ

や

か動
夕
方
は

　

ズ
ボ
ン
に
ペ
ン
キ
の
花
が
満
開

徳
江
恵
美
子

歳
取
れ
ば
忘
れ
て
し
ま
う
何
も
か
も

　

馬
鈴
薯
植
え
付
け
日
記
を
見
た
り

佐
野
さ
よ
乃

終
活
の
二ふ

た

も

じ

文
字
少
し
気
に
な
り
て

　

五
年
後
私
も
母
逝
き
し
年と

し齢

松
田　

君
江

短
歌

INFORMATION CORNER  
暮
ら
し
の
情
報

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

昭
和
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

昭
和
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
昭
和
町
内
外

で
活
躍
す
る
多
く
の
先
輩
を
送
り
出
し
て
い
る
、
伝
統
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
で
す
。

　

現
在
は
、
5
年
生
・
6
年
生
12
名
の
仲
間
で
楽
し
く
練
習
し
て

い
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
、
仲

間
作
り
等
、
成
長
期
の
子
供
と
し
て
多
く
の
事
を
学
び
、
公
式
戦

で
は
一
試
合
で
も
多
く
勝
利
出
来
る
様
に
、
高
い
目
標
に
向
か
っ

て
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

楽
し
い
監
督
、
コ
ー
チ
と
お
姉
さ
ん
達
が
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
練
習
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275－8641）

○練習日
　水・金曜日　午後 5 時～ 7 時 30 分
　土曜日　　　練習または試合
○練習場所
　昭和町総合体育館ほか

温
水
プ
ー
ル　
各
種
教
室
募
集

雁
坂
ト
ン
ネ
ル
を
期
間
限
定

無
料
化
（
７
～
11
月
）

い
き
い
き
講
座

常
永
児
童
館　
小
さ
な
音
楽
隊

男
性
の
料
理
教
室

親
子
防
災
体
験
研
修
参
加
者
募
集

初
心
者
ゴ
ル
フ
教
室

定
年
後
の
生
活
を
考
え
る

無
料
生
涯
設
計
セ
ミ
ナ
ー

21   広報昭和 No.453 広報昭和 平成 27 年 7 月号   20



　

町
内
各
地
区
の
お
祭
り
等
を
ご
案

内
し
ま
す
。
日
程
・
内
容
等
は
、
天

候
等
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
区
か
ら
の
回
覧

や
区
内
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
西
条
一
区

　
祇
園
祭　
子
ど
も
相
撲
大
会

・
日
時　
７
月
５
日
（
日
）
午
後
３

時
30
分
～
５
時
30
分

・
場
所　
道
祖
神
前
広
場

　
　
　
　
　
　
（
西
条
４
２
０
９
）

・
対
象
者　
小
中
学
生
及
び
対
戦
可

能
な
幼
児

◎
西
条
二
区
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

　
親
子
祭
り

・
日
時　
７
月
12
日
（
日
）
午
前
11

時
～
午
後
２
時

・
場
所　
西
条
二
区　
梅
の
木
公
園

　
　
　
　
（
西
条
４
３
５
８
‐
３
）

・
内
容　
流
し
そ
う
め
ん
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
各
種
模
擬
店

・
そ
の
他　
か
き
氷
等
は
無
料
配
布

　
　
　
　
　
※
無
く
な
り
次
第
終
了

日
時　

７
月
25
日
（
土
）、
８
月
21

日
（
金
）、
９
月
12
日
（
土
）、
10

月
31
日
（
土
）

会
場
・
問
い
合
わ
せ

　
専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校

（
☎
０
５
５
１
‐
３
２
‐
２
２
６
９
）

日
時　

７
月
25
日
（
土
）、
８
月
８

日
（
土
）、
９
月
12
日
（
土
）、
10

月
17
日
（
土
）
各
午
前
10
時
～
正

午
（
受
付
９
時
30
分
～
）

※
８
月
８
日
は
、
同
時
刻
か
ら
学
園

祭
も
開
催
し
ま
す
。
進
学
希
望
の

方
、
福
祉
・
介
護
に
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
優
和
福
祉
専
門
学
校

　
築
地
新
居
３
７
４
‐
１

　
　
　
　
（
☎
２
６
８
‐
６
０
０
１
）

　
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
穂ほ

の
か
」
で
は
、
障
害
を
持
つ
人
同
士

が
話
せ
る
場
と
し
て
、「
当
事
者
交

流
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
事

者
同
士
の
交
流
の
中
で
、
新
し
い
発

見
が
き
っ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
毎
月
第
３
金
曜
午
後
２
時
～

定
員　
各
回
10
名
（
要
申
し
込
み
）

対
象　
昭
和
町
ま
た
は
中
央
市
に
在

住
の
障
害
に
か
か
る
手
帳
ま
た
は

診
断
の
あ
る
方
、
お
よ
び
難
病
認

定
さ
れ
て
い
る
方

会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
央
市
・
昭
和
町
障
害
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
穂
の
か

　
中
央
市
成
島
２
２
６
６

　
　
　
　
（
☎
２
７
４
‐
１
１
０
０
）

　
「
身
近
に
認
知
症
の
方
が
い
な
い

の
で
講
座
の
内
容
を
忘
れ
て
し
ま

う
」「
実
践
的
な
講
座
を
受
け
て
み

た
い
」
等
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
か

ら
の
声
に
お
応
え
し
た
実
践
的
な
講

座
で
す
。
施
設
利
用
者
と
交
流
し
な

が
ら
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
会
場

　
①
７
月
７
日
（
火
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
昭
和

（
河
西
１
１
４
９
‐
２
）

　
②
７
月
27
日
（
月
）

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
か
り
昭
和 

　
　
西
条
（
西
条
２
０
２
９
）

　
※
各
午
後
１
時
15
分
か
ら
受
付

定
員　
　
　
①
６
名　
　
②
10
名

締
め
切
り　
①
７
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　
　
②
７
月
24
日
（
金
）

※
開
催
日
ご
と
に
締
切
日
が
異
な

り
ま
す
。
希
望
の
い
ず
れ
か
一

日
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
（
過
去

に
養
成
講
座
を
受
け
た
方
）

内
容　
施
設
見
学
、
利
用
者
と
の
ふ

れ
あ
い
（
会
話
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
）
な
ど

持
ち
物　
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
、
動
き

や
す
い
服
装

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

い
き
い
き
健
康
課　

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
７
５
‐

４
８
１
５
ま
た
は
８
７
８
５
）

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
１
等
・
前
後
賞

合
わ
せ
て
７
億
円
で
す
。

発
売
期
間

　
７
月
８
日（
水
）～
７
月
31
日（
金
）

抽
せ
ん
日　
８
月
11
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
市
町
村
振
興
協
会

　
　
　
　
（
☎
２
３
７
‐
３
１
５
３
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

　5 月は、先月と比較すると
全体の収集量は約 10t 減の
308t となり、一世帯あたりの
収集量では 1 ㎏減の 38 ㎏と
なりました。引き続き Reduce

（リデュース＝ごみを出さな
い）Reuse（リユース＝ごみ
を再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用す
る）の再確認、生ごみの水切
りやごみの分別を徹底し、ご
みの減量を心がけましょう！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った５月分の医療費は、
約 8,292 万 2 千 円（ 前 年
同月比 1.48% の減）です。
　生活習慣病は、早期発
見が予防の決め手となり
ます。年に一度は健診を
受けて、健康意識を高め
ましょう。

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

5月4月3月2月1月12月11月

常永地区押原地区西条地区

37

42

37

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみの排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

INFORMATION CORNER  
暮
ら
し
の
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◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

　
宮
内
庁
で
は
、
平
成
二
十
八
年
歌

会
始
の
お
題
を
次
の
と
お
り
と
し
、

詠
進
歌
を
公
募
し
ま
す
。

お
題　
「
人
」

※
お
題
は
「
人
」
の
文
字
が
読
み

込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
人

材
」「
若
人
」
の
よ
う
な
熟
語

に
し
て
も
構
わ
な
い
。

「
詠
進
歌
」
詠
進
要
領

①
詠
進
歌
は
お
題
を
詠
み
込
ん
だ

自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し

未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

②
書
式
は
半
紙
（
習
字
用
）
を
横

長
に
用
い
、
右
半
分
に
お
題
と

短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
（
本

名
・
ふ
り
が
な
付
）、
生
年
月

日
、
性
別
及
び
職
業
（
具
体
的

に
）
を
縦
書
き
で
記
載
。

③
用
紙
は
半
紙
と
し
、
記
載
事
項

は
全
て
毛
筆
で
自
書
。た
だ
し
、

海
外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
は
、

任
意
の
用
紙
（
24
×
33
㎝
の
横

長
）
と
し
、
毛
筆
で
な
く
と
も

構
わ
な
い
。

④
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
毛

筆
で
自
書
で
き
な
い
場
合
は
、

次
に
よ
る
。

 （
ア
）墨
書
代
筆
…
代
筆
の
理
由
、

代
筆
者
の
住
所
及
び
氏
名
を
別

紙
に
書
き
、詠
進
歌
に
添
え
る
。

 

（
イ
）
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
使
用
し
て
印
字
…
こ
れ
ら

の
機
器
を
使
用
し
た
理
由
を
別

紙
に
書
き
、詠
進
歌
に
添
え
る
。

 （
ウ
）
点
字
…
視
覚
障
害
の
方
。

注
意
事
項　
次
の
場
合
は
失
格
。

　
○
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
も

の
○
短
歌
の
定
型
で
な
い
も
の　

○
用
紙
が
縦
長
の
も
の
○
一
人
で

二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合
○
毛
筆

で
な
い
も
の
（
要
領
で
認
め
ら
れ

た
場
合
を
除
く
）
○
既
に
発
表
さ

れ
た
短
歌
と
同
一
又
は
著
し
く
類

似
し
て
い
る
場
合
○
詠
進
歌
を
歌

会
始
の
行
わ
れ
る
前
に
新
聞
、
年

賀
状
等
に
よ
り
発
表
し
た
場
合　

○
代
筆
の
理
由
書
を
添
え
た
場
合

を
除
き
、
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
全

て
の
詠
進
歌
○
住
所
、電
話
番
号
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
職
業

の
記
載
の
な
い
も
の
○
そ
の
他
、

詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
も
の

締
め
切
り　
９
月
30
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
※
当
日
消
印
有
効

宛
先　
「
〒
１
０
０
‐
８
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
内
庁
」

※
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
添
え
書

き
、
詠
進
歌
は
小
さ
く
折
り
畳

ん
で
封
入
し
て
構
わ
な
い
。

個
人
情
報
の
取
り
扱
い

　
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
歌
会

始
の
た
め
に
必
要
な
範
囲
で
利
用

し
ま
す
。
法
令
に
基
づ
く
開
示
要

請
が
あ
っ
た
場
合
そ
の
他
特
別
な

理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
利
用

目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
自
ら

利
用
し
、
又
は
第
三
者
に
提
供
し

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　
宮
内
庁　
式
部
職

　

http://w
w

w
.kunaicho.go.jp/

※
問
い
合
わ
せ
は
郵
便
の
み
受

付
。
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
貼
っ

た
封
筒
を
添
え
て
９
月
20
日
ま

で
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
の
住
む
ふ
る
さ
と
で
あ
る

昭
和
町
や
近
隣
市
（
甲
府
・
甲
斐
・

中
央
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
画
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
作
品　

地
域
の
自
然
・
風
景
、

伝
統
芸
能
・
祭
り
・
催
し
、
名
所
・

史
跡
・
旧
跡
、
想
い
出
の
場
所
、

地
域
の
特
産
品
、
地
域
の
将
来
・

未
来
・
夢
の
い
ず
れ
か
を
テ
ー
マ

に
描
い
た
絵
画

参
加
対
象　
町
内
在
住
の
小
中
学
生

応
募
規
定　
○
Ｂ
４
ま
た
は
八
つ
切

り
サ
イ
ズ
画
用
紙
を
使
用
○
作
品

の
裏
面
に
タ
イ
ト
ル
・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
付
）・
性
別
・
学

校
名
・
学
年
を
明
記
○
応
募
は
一

人
一
点
と
し
未
発
表
の
も
の
に
限

る
○
作
品
の
版
権
・
著
作
権
は
甲

府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
に
帰

属
○
作
品
は
返
却
不
可
○
優
秀
作

品
は
各
市
町
へ
の
巡
回
展
示
の
ほ

か
表
彰
あ
り

締
め
切
り　
９
月
４
日
（
金
）
必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　
甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
８
番
23
号

　
　
　
　
（
☎
２
２
８
‐
７
６
４
１
）

　
県
で
は
、「
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
し
ま
す
。
身
近
な
問
題

や
気
に
な
る
こ
と
を
、
統
計
グ
ラ
フ

と
し
て
ま
と
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

課
題　
自
由
（
た
だ
し
小
学
校
４
年

生
以
下
の
児
童
に
つ
い
て
は
自
ら

観
察
又
は
調
査
し
た
結
果
を
グ
ラ

フ
に
し
た
も
の
）

規
格　
○
Ｂ
２
判

応
募
資
格　
県
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
で
小
学
生
以
上
の
方

締
め
切
り　
９
月
３
日
（
木
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
統
計
調
査
課

　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
６
番
１
号

　
山
梨
県
庁
北
別
館
５
階

　
　
　
　
（
☎
２
２
３
‐
１
３
４
０
）

　
山
梨
調
停
協
会
で
は
、
無
料
調
停

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
金
銭
ト
ラ

ブ
ル
、
離
婚
、
土
地
建
物
問
題
等
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
11
日
（
土
）
午
前
10
時

～
午
後
４
時
（
受
付
は
３
時
30
分

ま
で
、
予
約
不
要
）

場
所　
甲
府
市
役
所　
市
民
活
動
室

　
（
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
18
番
１
号
）

相
談
担
当　
山
梨
調
停
協
会　
甲
府

支
部　
民
事
・
家
事
調
停
委
員

問
い
合
わ
せ　
甲
府
地
方
・
家
庭
裁

判
所　
（
☎
２
３
５
‐
１
１
３
３
）

　
夏
休
み
の
一
日
、
上
下
水
道
局
の

施
設
で
水
に
つ
い
て
学
べ
る
親
子
上

下
水
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
８
月
４
日
（
火
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

集
合
場
所　
甲
府
市
上
下
水
道
局

　
（
甲
府
市
下
石
田
二
丁
目
23
番
１
号
）

見
学
場
所　
荒
川
ダ
ム
、
平
瀬
浄
水

場
、
浄
化
セ
ン
タ
ー

定
員　
小
中
学
生
の
親
子
40
名

※
小
学
４
年
生
以
上
は
子
供
の
み

の
参
加
も
可

費
用　
無
料
（
昼
食
は
各
自
持
参
）

受
付
期
間

　
７
月
３
日
（
金
）
～
17
日
（
金
）

　
※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
市
上
下
水
道
局 

経
営
企
画
課

　
　
　
　
（
☎
２
２
８
‐
３
３
１
９
）

　
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な

し
で
は
、
土
地
の
境
界
問
題
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相

談
は
、
土
地
家
屋
調
査
士
と
弁
護
士

が
協
力
し
て
お
受
け
し
ま
す
。
事
前

予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
ま
ず
は
お

電
話
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

　
甲
府
市
国
母
八
丁
目
13
番
30
号

　
　
　
　
（
☎
２
２
５
‐
３
７
３
７
）

防災一口メモ  夏休み防災体験してみませんか？ 女性防災ネット昭和

　夏休みは家族で出かける機会も増えます。防災体験ができる近隣の施
設をご紹介します。家族で防災体験してみませんか？
☆山梨県立防災安全センター ［中央市今福 991、☎ 055-273-1048］
　開館時間：午前 9 時～午後 5 時（第 2・4 日曜日、祝祭日は休館）
☆三和リース防災館　　　　 ［笛吹市御坂町成田 2436、☎ 0120-86-3000］
　開館時間：午前 8 時～午後 5 時（日曜・祝祭日、第 2・4 土曜日は休館）
☆東京消防庁立川防災館　　 ［東京都立川市泉町 1156-1、☎ 042-521-1119］
　開館時間：午前 9 時～午後５時（木曜日、第 3 金曜日は休館）
☆静岡県地震防災センター　 ［静岡市葵区駒形通 5-9-1、☎ 054-251-7100］
　開館時間：午前 9 時～午後 4 時（月曜日は休館）

平
成
二
十
八
年
歌
会
始

詠
進
歌
の
募
集

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座

地
区
お
祭
り
等
案
内

優
和
福
祉
専
門
学
校
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学

校
学
校
説
明
会

障
害
者
当
事
者
交
流
会

ふ
る
さ
と
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

山
梨
県

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

夏
休
み
親
子
上
下
水
道
教
室

境
界
問
題
で
お
悩
み
の
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

無
料
調
停
相
談
会
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○チャイルドシート貸与事業○
利用料　無　料（出産の１週間前から１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子供の保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

あ

と

が

き

　
今
月
の
表
紙
は
、
身
延
線
阿
原
踏
切
の
北
西
に
広

が
る
田
園
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
田
の
畔あ
ぜ

が
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
四
角
く
区
画
さ
れ
て
い
る
中
、
こ
の
一
帯
は
、

今
も
昔
な
が
ら
の
懐
か
し
い
土
の
畔
の
田
ん
ぼ
が
残

り
ま
す
。

　
地
元
で
「
電で

ん
し
ゃ
み
ち

車
道
」
と
し

て
親
し
ま
れ
る
こ
の
身
延
線

の
周
辺
は
、
な
だ
ら
か
な
坂

に
な
っ
て
い
て
、
田
ん
ぼ
の

周
囲
は
、
ま
る
で
棚
田
の
よ

う
に
何
枚
も
の
田
が
重
な
っ

て
い
ま
す
。
蛙
が
合
唱
し
、

逆
さ
富
士
が
映
る
の
ど
か
な

田
園
は
、
ま
さ
に
昭
和
町
の

原
風
景
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

んなの広場み

 の 食推から町 よく噛んで腹八分目＝健康寿命

◆ 作り方
①ボールにホットケーキミックス粉、豆腐、白ゴマを

入れ、よく混ぜ合わせます。
②手のひらに油をつけ、①を一口サイズにまるめます。
③160～170℃の油で約3～4分揚げ、油を良く切ります。
④お好みでグラニュー糖などをまぶしたら、できあが

り。
揚げたてはカリカリ！でも冷めると柔らかい！

噛
か

む力にあわせてお召し上がりください

～今月は西条新田区食生活改善推進員さんからのレシピです～

ゴマ入り豆腐ドーナッツ

◆ 材料（4 人分）
＊ホットケーキミックス粉
　　　　　　…… 200g
＊豆腐…………… 200g
　（絹・木綿どちらでも）

＊白ゴマ……………40g
　（お好みで）
＊揚げ油……………適宜

　いよいよ夏本番。暑い季節になりました。
野菜、果物が豊富な季節です。食べ物には旬があ
り、やはり旬にいただくのが一番おいしいです
ね。あえて皮付きのまま調理し
たり、そのままで食べたりと、
歯ごたえやうま味を楽しんでみ
てください。
　いま、和食が見直されています。日本料理の特
徴である素材に手をあまり加えず、素材そのもの
の風味、よさを引き立たせる調理法はよく噛

か
むこ

とにも繋がります。よく噛んで、腹八分目を守
り、健康で長生きしましょう！

おいしく 旬
しゅん

 をいただきましょう

食生活改善推進員会  事務局 いきいき健康課（☎ 275-8785）

問い合わせ
企画財政課（☎275-8154）

９月に 調査員が 各戸を訪問します！
ご協力お願いします

今年は 5 年に一度の「国勢調査」です。
赤ちゃんからお年寄りまで、すべての人

4 4 4 4 4

が調査対象です。
住民票の無い方、外国籍の方、長期出張中の方なども含め、
すべての方と世帯にご協力いただく、国のもっとも重要な統計調査です。

今回の国勢調査は、インターネットから回答できます。
紙の調査票の代わりに、パソコンやスマートフォンなどから、
いつでも回答できます。

▲表紙の田園を逆さに望む
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